
令和３年度（２０２１年度）の

部会構成(案)及び専門部会委員(案)

について

資料１



１

１ 公共交通ネットワークの強化に関すること

２ 公共交通の利用の促進に関すること

３ 公共交通空白地域等への対応に関すること

４ 地域公共交通計画の作成及び実施に関すること

５ その他利便性の高い公共交通を実現するために必要な事項に関すること

（熊本市公共交通協議会規則 第２条）

１ 公共交通協議会における協議事項



熊本市公共交通協議会

《平成２４年度設置》
【委員構成】 計３２名
あり方検討協議会委員

＋
鉄道事業者、マスコミ関係者等

H20～H23年度 H24～H26年度 H27～R2年度

連携計画

H21.3月策定

公共交通
グランドデザイン

H24.3月策定

公共交通
基本条例

H25.4月施行

地域公共交通網
形成計画

H28.3月策定

◆本公共交通協議会に
法定協議会としての役割を付加・拡充
⇒これまでの協議・検討内容等を踏まえ、網形成計画を
策定（R3.4に地域公共交通計画に改定）

《平成２０年度設置》
【委員構成】 計２７名
・学識
・市議会議員
・バス事業者社長
・環境・福祉関係者
・公募市民
・関係行政機関 など

・公共交通空白地域等におけるコミュニティ交通の導入
・交通系ICカードの導入
・地域公共交通網形成計画の策定
・バスロケーションシステムの導入
・バス路線の再編
・基幹公共交通軸強化の検討
・グランドデザインの改訂
・公共交通の利用促進
・地域公共交通計画の改定 等

２ 公共交通に関するこれまでの取り組み

２

バス交通の
あり方検討協議会

地域公共交通
計画

R3.４月改定

R３年度～

＜これまでの主な取組＞

▲スマートフォン画面 ▲モニター画面

【バスロケーションシステム】



３

協議会は、会長が必要があると認めるときは、協議事項に係る専門的な事項を
調査研究をするための専門部会を置くことができる。

（熊本市公共交通協議会規則 第8条）

３ 令和３年度協議会体制（案）

１ 基幹交通・公共交通利用促進部会
➢ 基幹交通・公共交通利用促進について
・公共交通シームレス化の推進（MaaS等）について
・Ｐ＆Ｒ、Ｃ＆Ｒについて 等

２ バス路線網再編部会
➢ バス路線網再編について
・輸送資源を活用した交通体系の効率化（ダウンサイジング等）

３ コミュニティ交通部会
➢ コミュニティ交通について
・公共交通空白地域等におけるコミュニティ交通の見直しについて
・新たなコミュニティ交通の導入（AIデマンド）について



４

４ 令和３年度 「熊本市公共交通協議会」 専門部会委員（案）

団体・役職名 氏　　名 団体・役職名 氏　　名 団体・役職名 氏名

熊本学園大学  名誉教授 坂本　正 熊本学園大学 経済学部 教授 溝上　章志
熊本大学　くまもと水循環・減災
研究教育センター　准教授

円山　琢也

熊本市議会議員 大石　浩文 熊本市議会議員 田尻　善裕 熊本市議会議員 西岡　誠也

熊本市議会議員 井本　正広 熊本市議会議員 田上　辰也 熊本市議会議員 光永　邦保

九州旅客鉄道株式会社
執行役員熊本支社長

赤木　由美 熊本市議会議員 浜田　大介
熊本バス株式会社
代表取締役社長

岩田　昭彦

熊本電気鉄道株式会社
代表取締役社長

中島　敬髙
九州産交バス株式会社
代表取締役社長

岩﨑　司晃
（一社）熊本市タクシー協会
会長

石﨑　公士

熊本市交通局
熊本市交通事業管理者

古庄　修治
熊本都市バス株式会社
代表取締役社長

高田　晋
熊本市高齢者支援センター
ささえりあ江津湖　管理者

中村　淳美

熊本商工会議所
観光ビジネス部会長

森　泰司
NPO法人・くまもと温暖化対策セン
ター　顧問

宮原　美智子
熊本市立千原台高等学校
校長

南　弘一

熊本日日新聞社 地域本部
地方・都市圏担当　部長

久間　孝志 熊本経済同友会　副代表幹事 野々口　弘基
弓削乗合タクシー運行協議会
会長

松川　武敏

公募市民 田邉　正広 公募市民 佐々木　信文

コミュニティ交通部会基幹公共交通・公共交通利用促進部会 バス路線網再編部会

資料1-2

※その他行政関係委員は必要に応じ各部会から招集

九州地方整備局熊本河川国道事務所 技
術副所長

樋口 恒一郎
熊本県土木部道路都市局
都市計画課長

山内　桂王

九州運輸局熊本運輸支局 首席運輸
企画専門官（輸送･監査担当）

白石　勇人 合志市技監 松永　信弘

熊本県警察本部交通部
交通規制課長

内田　義朗 嘉島町企画情報課長 西本　幸弘

熊本県企画振興部交通政策・情報局
交通政策課長

清田　克弘


